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当院での欠損補綴にしめるインプラント治療の割合は大き

なものになりつつあるが、その中でも上顎臼歯部へのsinus 

floor elevat ionを伴う処置はかなりの頻度となっている。

sinus へのアプローチには  Lateral  と  Crestal  の２種類の方

法があるが、術後の合併症を考えて  Crestal  Approach を選
択している。この方法の利点としては患者への侵襲の少なさ

であるが、狭い術野での手指の感覚に頼った処置であるため

膜の穿孔や、補填材の填入に意図しない結果を招く事があ

る。症例を重ねることによりCT等を利用した精度の高い術前

診査を行うことで、ある程度術前計画に沿った施術ができる
ようになった。

今回、現在術前診査に留意している点などを報告し、皆さ
んのご意見を伺いたい。


